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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第10期
第１四半期
連結累計期間

第11期
第１四半期
連結累計期間

第10期

会計期間
自 2013年３月１日
至 2013年５月31日

自 2014年３月１日
至 2014年５月31日

自 2013年３月１日
至 2014年２月28日

売上高 (百万円) 16,980 16,217 75,863

経常利益 (百万円) 841 763 261

四半期純利益又は当期純損失(△) (百万円) 788 717 △164

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 773 564 △402

純資産額 (百万円) 23,408 25,681 25,116

総資産額 (百万円) 41,070 43,115 41,386

１株当たり四半期純利益金額又は
当期純損失金額(△)

(円) 9.76 7.09 △1.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.9 59.5 60.7
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり当期純損失が計上されている回

次は記載しておりません。また、第10期第１四半期連結累計期間及び第11期第１四半期連結累計期間につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（2014年３月１日から2014年５月31日まで）におけるわが国経済は、米国景気の好調

による輸出の増加、政府や日本銀行の各種政策の効果等から企業収益に改善がみられるなど、景気は緩やかな回復

基調となりました。また個人消費につきましては、３月は消費増税前の駆け込み需要の影響で高額商品を中心に好

調に推移いたしました。増税後はその反動により消費が落ち込むなど不安定な推移となりましたが、当初の予想よ

り早く回復の兆しを見せております。

このような経営環境の中、当社グループは昨年策定した「中期経営方針」に基づき、小売ビジネスの拡大、Ｅコ

マースの積極展開を重点施策に掲げ取り組んで参りました。

当第１四半期につきましては、ショッピングセンターおよびＧＭＳ向け販売は堅調に推移したものの、消費増税

の影響により主力販路である百貨店における販売が苦戦したこと、前期に実施いたしました連結子会社の株式会社

アニヤ・ハインドマーチジャパンの株式売却に伴い、同社が連結対象から外れたことにより、売上高は前年同四半

期に比べて減少いたしました。また、販売費及び一般管理費は削減いたしましたが、売上高減少による売上総利益

の減少分を吸収するまでには至らず、営業利益、経常利益並びに四半期純利益は前年同四半期に比べて減少いたし

ました。

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は162億１千７百万円（前年同四半期比4.5%減）、

営業利益は６億８千２百万円（前年同四半期比7.0%減）、経常利益は７億６千３百万円（前年同四半期比9.2%

減）、四半期純利益は７億１千７百万円（前年同四半期比9.0%減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて17億２千９百万円増加し、431億１千５百万

円となりました。これは、商品及び製品の増加等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて11億６千４百万円増加し、174億３千４百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金の増加等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて５億６千４百万円増加し、256億８千１百万円となりました。これは、四半

期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 320,000,000

計 320,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2014年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2014年７月15日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 101,307,449 101,307,449
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であ
ります。

計 101,307,449 101,307,449 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2014年５月31日 ― 101,307,449 ― 18,471 ― 7,217
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2014年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2014年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式              ―              ― ―

議決権制限株式(自己株式等)              ―              ― ―

議決権制限株式(その他)              ―              ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式

162,000
             ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

100,663,200
1,006,632 ―

単元未満株式
普通株式

482,249
             ― ―

発行済株式総数 101,307,449              ― ―

総株主の議決権              ― 1,006,632 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株(議決権８個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が40株含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が次のとおり含まれております。

自己保有株式 株式会社レナウン 　　27株
 

 

② 【自己株式等】

  2014年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社レナウン

東京都江東区有明三丁目
６番11号TFTビル東館６階

162,000 ― 162,000 0.15

計 ― 162,000 ― 162,000 0.15
 

(注)　１　このほか、株主名簿上は旧株式会社レナウン名義となっていますが、実質的に所有していない株式が期

末　　　　日現在100株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２ 【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2014年３月１日から2014年

５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2014年３月１日から2014年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2014年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2014年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 14,223 14,086

  受取手形及び売掛金 9,119 ※1  9,308

  有価証券 130 127

  商品及び製品 6,650 9,651

  仕掛品 635 422

  原材料及び貯蔵品 619 639

  その他 2,364 1,097

  貸倒引当金 △119 △125

  流動資産合計 33,623 35,208

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,598 7,690

    減価償却累計額 △6,604 △6,633

    建物及び構築物（純額） 993 1,056

   機械装置及び運搬具 1,325 1,317

    減価償却累計額 △1,057 △1,054

    機械装置及び運搬具（純額） 268 262

   土地 1,114 1,101

   その他 2,800 2,814

    減価償却累計額 △2,251 △2,261

    その他（純額） 549 552

   有形固定資産合計 2,926 2,973

  無形固定資産   

   その他 843 963

   無形固定資産合計 843 963

  投資その他の資産   

   投資有価証券 760 722

   差入保証金 2,652 2,688

   繰延税金資産 17 17

   その他 638 617

   貸倒引当金 △76 △75

   投資その他の資産合計 3,992 3,969

  固定資産合計 7,762 7,907

 資産合計 41,386 43,115
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2014年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2014年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,070 7,056

  短期借入金 85 76

  未払費用 2,788 3,007

  未払法人税等 260 122

  繰延税金負債 8 -

  返品調整引当金 596 349

  賞与引当金 92 231

  その他 360 475

  流動負債合計 10,261 11,318

 固定負債   

  繰延税金負債 4 8

  退職給付引当金 5,136 5,158

  役員退職慰労引当金 22 17

  その他 844 931

  固定負債合計 6,007 6,115

 負債合計 16,269 17,434

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 18,471 18,471

  資本剰余金 23,257 23,257

  利益剰余金 △16,359 △15,642

  自己株式 △126 △126

  株主資本合計 25,242 25,960

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △479 △516

  繰延ヘッジ損益 12 △59

  為替換算調整勘定 329 284

  その他の包括利益累計額合計 △137 △291

 少数株主持分 11 12

 純資産合計 25,116 25,681

負債純資産合計 41,386 43,115
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

 【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2013年３月１日
　至 2013年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2014年３月１日
　至 2014年５月31日)

売上高 16,980 16,217

売上原価 7,927 7,605

売上総利益 9,053 8,612

販売費及び一般管理費 8,319 7,929

営業利益 734 682

営業外収益   

 受取利息 7 5

 受取配当金 7 0

 受取地代家賃 81 82

 持分法による投資利益 31 -

 その他 78 55

 営業外収益合計 206 142

営業外費用   

 支払利息 1 2

 退職給付費用 33 33

 持分法による投資損失 - 4

 関係会社支援損 35 -

 その他 28 21

 営業外費用合計 99 61

経常利益 841 763

特別損失   

 減損損失 - 2

 投資有価証券評価損 - 1

 特別損失合計 - 3

税金等調整前四半期純利益 841 760

法人税、住民税及び事業税 45 38

法人税等調整額 2 3

法人税等合計 48 41

少数株主損益調整前四半期純利益 793 718

少数株主利益 4 1

四半期純利益 788 717
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 【四半期連結包括利益計算書】

 【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2013年３月１日
　至 2013年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2014年３月１日
　至 2014年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 793 718

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △225 △36

 繰延ヘッジ損益 116 △71

 為替換算調整勘定 71 △36

 持分法適用会社に対する持分相当額 18 △8

 その他の包括利益合計 △19 △154

四半期包括利益 773 564

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 768 563

 少数株主に係る四半期包括利益 4 1
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(2014年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2014年５月31日)

受取手形 ―百万円 63百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2013年３月１日
至　2013年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2014年３月１日
至　2014年５月31日)

減価償却費 169百万円 161百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　2013年３月１日　至　2013年５月31日）

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2014年３月１日　至　2014年５月31日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2013年３月１日　至　2013年５月31日）

当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要

性が乏しいため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2014年３月１日　至　2014年５月31日）

当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要

性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2013年３月１日
至 2013年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2014年３月１日
至 2014年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9円76銭 7円 9銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(百万円) 788 717

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 788 717

普通株式の期中平均株式数(株) 80,790,785 101,144,644
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2014年７月14日

株式会社レナウン

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　佐　　藤　　　　　晶　　㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　安　　永　　千　　尋　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レナウ

ンの2014年３月１日から2015年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2014年３月１日から2014年５月

31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2014年３月１日から2014年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レナウン及び連結子会社の2014年５月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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